
●報告事項
（1）1月～2月各種会議報告
（2）管内の10月～12月景況調査集計結果について
（3）総務委員会中間報告
（4）雇用人材育成委員会中間報告
（5）社会基盤整備委員会中間報告
（6）地域活性化委員会中間報告
（7）平成29年度当所事業計画策定に係る
　　各部会からの意見・要望について
●協議事項
(1)新会員の承認について
(2)3月通常議員総会について
(3)30・10（さんまる・いちまる）運動の推進について

職 員 紹 介

●営業時間／午前8時45分～午後5時30分
●休　　日／土・日・祝日
どうぞお気軽にお越し下さい。

窓口業務の
時間について

専 務 理 事 兼 事 務 局 長 加 藤  淳 一

事務局次長兼総務企画課長 小 林  良 彰

会員事業所に活用される商工会議所を
目指しております。今年度もどうぞよろし
くお願い致します。

平成29年度 鶴岡商工会議所
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1日も早く、皆様の
お役に立てますよう
に努力いたします。

企画係 主事

岸田  大 輔
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常 議員会報告

1　　　月

2　　　月

3　　　月

●報告事項
　（１）12月～1月各種会議報告
　（２）移動商工会議所開催報告
　（３）新年祝賀会開催報告
　（４）企業活性化委員会中間報告
　（５）馬場町泉町線道路改良工事について
●協議事項
　新会員の承認について

●報告事項　
（1）２月～３月の各種会議報告 
（2）青年部活動報告
●協議事項　
（1）新会員の承認について
（2）３月通常議員総会に付議する事項
　①平成２８年度本所各会計収支補正予算（案）について
　②本所会費および負担金に関する規約の一部改正について
　③平成２９年度本所事業計画（案）について
　④平成２９年度本所各会計収支予算（案）について
　⑤平成２９年度本所借入金の最高限度額（案）について

予備費
2,000

次期繰越金
58,373

借入金返済
23,787

公課費
10,422

負担金
2,300

渉外費
740

管理費
12,513

事務費
10,166

人件費
80,095

事業費
202,757 前年度繰越金

53,870
前年度繰越金
53,870

補助交付金
51,717

事業収入
251,827
事業収入
251,827

会費
43,797

特定商工業者負担金
1,442

寄付金
140

（単位／千円）（単位／千円）

雑収入
360

支出 収入

平成29年度鶴岡商工会議所総括収支予算

支出総額  403,153千円 収入総額  403,153千円
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高
速
道
路
や
新
幹
線
、空
路
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
の
振
興
に
欠
か
せ

な
い
高
速
交
通
網
が
全
国
で
着
々
と

整
備
さ
れ
て
い
る
中
、庄
内
地
域
で
は

こ
れ
ら
の
整
備
が
遅
れ
、地
域
の
競
争

力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
商
工
会
議
所
で
は
、イ
ン
フ
ラ

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
改
め
て

考
え
る
と
と
も
に
、地
元
の
期
待
を
伝

え
て
一
日
も
早
く
高
速
交
通
基
盤
の

整
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、国
土
交
通
省
技
監
の
森

昌
文
氏
、株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究

所
取
締
役
副
社
長
の
稲
岡
研
士
氏
を

お
招
き
し
、会
員
や
行
政
機
関
、建
設

関
係
者
、金
融・経
済
団
体
等
、庄
内
２

市
３
町
か
ら
約
４
５
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
道
路
局
長
を
経
て
、

現
在
同
省
の
技
術
を
統
括
す
る
森
技

監
は
、「
地
域
づ
く
り
・
み
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
。道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、山
形
県
内
の

高
速
道
路
の
整
備
状
況
が
遅
れ
て
き

た
原
因
や
、東
日
本
大
震
災
で
日
本
海

側
の
道
路
が
救
援
資
機
材
の
輸
送
に

使
わ
れ
た
実
績
を
挙
げ
な
が
ら
、安
全

安
心
な
国
土
を
作
っ
て
い
く
た
め
に

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、で

き
る
だ
け
早
く
完
成
さ
せ
る
努
力
を

し
て
い
る
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、道
路
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
に

地
域
を
元
気
に
す
る
か
に
つ
い
て
、コ

ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
国
の

目
標
を
示
し
、個
性
に
磨
き
を
か
け
、

地
域
間
の
対
流
を
作
る
こ
と
や
、庄
内

が
力
を
合
わ
せ
て
都
市
圏
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
提
言
す
る
と
と
も
に
、観

光
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
道
路

や
道
路
施
設
を
地
域
活
力
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
の

稲
岡
副
社
長
は
、「
地
方
空
港
の
活
性

化
と
庄
内
空
港
の
可
能
性
」と
題
し
て

講
演
。庄
内
空
港
の
可
能
性
で
は
、冬

季
間
の
中
型
機
の
就
航
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
滑
走
路
の
延
長
に
つ
い

て
、陸
側
へ
の
延
長
が
技
術
的
に
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
ほ
か
、庄
内
空

港
を
活
用
し
て
鮮
度
を
保
ち
な
が
ら

香
港
に
農
産
物
を
輸
出
す
る
取
り
組

み
や
、庄
内
の
豊
富
な
集
客
コ
ン
テ
ン

ツ
を
磨
き
上
げ
、訪
日
外
国
人
を
取
り

込
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
戦
略
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
講
演
の
後
、地
元
か
ら
あ

つ
み
観
光
協
会
会
長
の
若
松
邦
彦
氏
、

Spiber

株
式
会
社
事
業
開
発
部
門
シ

ニ
ア
P
R
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
上
原
知
子

氏
が
、観
光
客
を
迎
え
る
視
点
で
の
日

沿
道
や
羽
越
本
線
の
整
備
、ビ
ジ
ネ
ス

利
用
の
視
点
で
の
庄
内
空
港
の
利
便

性
向
上
な
ど
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
意

見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、庄
内
開
発
協
議
会
の
市
町

長
が
森
技
監
に
庄
内
の
社
会
基
盤
整

備
に
関
す
る
要
望
書
を
手
渡
し
、地
元

の
期
待
を
届
け
ま
し
た
。

（月）

3
27／

庄内開発協議会から国土交通省 技監 森氏へ要望書を提出

場
所
／
グ
ラ
ン
ド 

エ
ル
・
サ
ン

庄
内
に
お
け
る
高
速
交
通
基
盤
整
備
と

地
域
活
性
化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

株式会社ANA総合研究所
取締役副社長　稲岡 研士氏

国土交通省
技監　森　昌文氏

Spiber株式会社
上原　知子氏

あつみ観光協会
会長　若松邦彦氏
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